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小学１～３年児童のカタカナ書字の誤りについて
―字形の誤りを中心に―
Analysis of Errors in Katakana Characters of Students of 
the First Three Grades of Elementary School
森　田　安　徳
要　旨
小学１年から３年児童430人を対象としてカタカナ45文字の書き取りテストを行ない、字形の
誤りについて検討した。その結果、「①無回答、②他のカタカナを書く、③同じ音のひらがなを
書く、④鏡文字、⑤字形の誤り」の５つの誤りパターンが確認できた。また、１年から３年まで
のどの学年においても「無回答」の誤りが最も多く、次に字形の誤りが多いことから、小学１～
３年児童において、カタカナ書字が十分定着していない様子が伺えた。「無回答」の誤りが多い
文字は「ヌ、ネ」であり、字形の誤りでは「ツ、シ、モ、ヒ」であった。鏡文字は「コ、ミ」に
多くみられた。３学年を通して、誤りの多かった文字、少なかった文字についても明らかにした。
これらの知見は、児童のカタカナ学習の困難の予測や、カタカナ書字指導に有用な情報として用
いられると考える。また、漢字学習におけるカタカナ書字の重要性を指摘した。
キーワード：カタカナ書字　誤りパターン　漢字学習
１．はじめに
カタカナは、小学１年児童にとってひらがなと同じく大切な読み書きの学習内容である。し
かし、ひらがなと違って、学習に当てられる時間が通常の学校でも非常に少ない現状がある。
そのためカタカナの表記に困難を示す児童は多い。歴史的にカタカナは漢字の形の一部から作
られたとされている。例えば、「シ」というカタカナは「之」の漢字から作られている。そして、
「シ」の文字は、「さんずい偏（氵）」として常用漢字の中には多数含まれる。さんずい偏を書
くときに、「シ」と「ツ」を迷う児童では、さんずい偏を含む漢字は正しく書きにくくなると
いえる。このように、カタカナ文字が書けないと漢字学習に支障をきたすことが推測される。
小学校における読み書きの指導について、漢字を正しく書けるようにするためには、カタカ
ナの字形が正しく書ける指導をすることが必要と考える。そのためには、カタカナ書字に当たっ
て、児童がどのような誤りをするのかを把握しておく必要があるだろう。
神戸親和女子大学　発達教育学部　児童教育学科　准教授
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本研究では、カタカナ書字の誤りについて小学１～３年児童に調査を行い、カタカナ書字の
誤りを分析するとともに漢字学習指導につながる情報を得ること目的とする。
２．研究の方法
（１）目　　的　　小学校児童のカタカナ書字の字形の誤りを明らかにする。
（２）時　　期　　平成29年１月から２月にかけて行った。
（３）実施対象　　大阪府内公立小学校２校の１～３年児童430人を対象とした。
表１　カタカナ書字テスト対象者（人）
１年 ２年 ３年 計
A校   47   48   42 137
B校 122   81   90 293
計 169 129 132 430
（４）カタカナ書字テスト
ア　問題内容　　
　カタカナ文字45文字を問題内容とした。「ヲ」については問題内容に含めていない。
表２　カタカナ書字テスト問題内容
㋻ニ ㋞フトクリーム ㋫ライパン ㋭ットケーキ ㋔ルガン ㋢レビ ㋰ササビ ㋒インナー ㋐イロン
㋥ュース ㋶ッコ ㋴ニホーム ㋧クタイ ㋨ート ㋡リー ㋛ーソー ㋱ロン ㋚ラダ
㋺ボット ㋣ランプ ㋕メラ ㋩ンガー ㋟イヤ ㋜ケート ㋗レヨン ㋬リコプター ㋪ーロー
㋝ーター ㋘ーキ ㋓プロン ㋤イフ ㋦ー ㋯ルク ㋲ップ ㋠ーズ ㋵ット
スプー ㋑ンコ ㋸ーレット ㋳ギ ㋖ーホルダー ㋹モン ㋷ボン ㋮ッチ ㋙ップ
イ　テスト問題
テスト問題は表２に示した。カタカナ１文字が語頭に含まれる言葉を選び、その言葉に合っ
たイラストを添えて示した。カタカナ１文字が含まれる言葉は、できるだけ子どもになじみ
のある言葉を選んだ。「ン」については、語尾に含まれる言葉を選んだ。カタカナ文字の配
列は、50音順に配列するのでなく、ランダムに配列した。用紙はB４サイズとし、全テスト
問題が１枚に収まる大きさとした。（資料１参照）
ウ　解答方法
テスト問題の言葉の語頭音（○で囲っている）のひらがな文字をカタカナになおしてマス
の中に書く。消しゴムは使用可とした。
エ　テストの実施方法　
テストは通級指導教室担当者が該当の学級で行った。テスト時間は20分間とした。この
時間設定は、事前テストを行った際、ほとんどの児童が20分間で書くことができたためで
ある。一定の時間を過ぎても記入できない場合は、テストを中断し、用紙を回収した。
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オ　採点基準　
正しくカタカナ文字が書けていると、１点とした。満点は45点である。カタカナ文字の
正誤の基準は枠内に示した。（ア）（イ）（ウ）の通りである。
（ア）字形全体のバランスが崩れていても、該当の文字として読める場合は、正答とす
る。
（イ）はねるところをはねていない「オ　カ　ホ」、線の長短や傾きが違う「ヌ　ネ　メ」
などの文字は、当該の文字として読める場合には、減点しない。
（ウ）減点する場合
a　「シ・ツ」「ソ・ン」は、２つの文字の判別が困難な場合は、減点とする。
b　「セ・七（しち）」、「モ・毛（け）」、「チ・千（せん）」、「ミ・三（さん）」など、
よく似た漢字が存在する文字については、その漢字と混合する可能性がある
場合には、「とめ」「はね」「はらい」「線の傾き」「線の突き出し」なども減点
対象とする。
３．カタカナ書字テスト結果・考察
カタカナ書字テストの結果を次の３つの視点から示し考察を行った。
「５つの誤りパターンと学年間の差について」、「文字ごとの誤りについて」、「行ごとの誤り
について」の３点である。
　　（１）５つの誤りパターンと学年間の差について
　　１）５つの誤りパターン
　　　カタカナ書字の誤りパターンは、以下の５項目が確認できた。
　　 　　A　無回答　　　　　　　　　　　 　　B　他のカタカナを書く
　　 　　C　同じ音のひらがなを書く　　　 　　D　鏡文字
　　 　　E　字形の誤り
　　　５つの誤りパターンとそれぞれの具体的な誤り例を表３に示した。
　　２）５つの誤りパターンごとの学年別人数と全誤答数の割合
　　　誤りパターンごとの学年別人数（人）と全誤答数の割合（％）を表４に示した。
表４を見ると、全体では「無回答」の誤りは50%を占めている。また、「無回答」の
誤りがどの学年でも一番多かった。ここから、カタカナ文字を表記できない児童が多い
ということが分かる。また、学年が進行してもカタカナが書けるようになっていないこ
とが推察される。
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「無回答」の次に多かった誤りは、「字形の誤り」である。１年では38.3％、２年が
28.9％、３年が26.8％となっている。文字の形は似ているが、誤って存在しない字を書
いたりする誤答も見られた。これらの「字形の誤り」は、「細部まで正確に形を覚えて
いない」、「よく似た文字と混同している」ことが原因と考えられる。
「無回答」や「字形の誤り」に比べると誤答数は少なかったが、「他のカタカナを書く」
誤りや、「鏡文字」の誤りは、どの学年にもみられた。「他のカタカナを書く」誤りでは
「メとナ」、「リとソ」など、形のよく似た文字の誤答が多く見られた。「鏡文字」の誤り
は45文字中10文字あった。中でも、間違いが多かった文字は各学年で共通していた。
「同音のひらがなを書いた」の誤りは、どの学年でも１%の割合であった。ひらがな
とカタカナも文字については、別々の文字として正しく認識している様子がうかがえた。
次に、誤りの多い文字に注目して、結果を示す。
表３　５つの誤りパターンと誤り例
誤りパターン 代表的な誤り例
A 無回答 何も書いていない
B 他のカタカナを書く
①　形の似ている文字　　　　例）マ→ア、ワ→ウ
②　表記のルールの混同　　　例）エ→ヘ、オ→ヲ
③　音が似ている文字　　　　例）エ→ネ、ヌ→ム
④　問題文の読み取り違い　　例）「スプー 」のン→ス
＊ 語頭の○で囲った文字を書くのだが、「ン」だけ語尾に○がある
ため、語頭の「ス」を書いた。
⑤　その他（関連のない文字）例）ホ→バ、ミ→ユ
C 同音のひらがなを書く カタカナを書くのに同音のひらがなを書いた
D 鏡文字 鏡文字を書いた
E 字形の誤り
①　「はらう」ところを「はねる」　　例）チ、テ
②　「とめる」ところを「はねる」　　例）ヒ、モ
③　よく似たカタカナを書く　　　　例）メとナ、リとソ
④　よく似た漢字を書く　　　　　　例）ミと三、カと刀
⑤　字形は似ているが、誤りのため存在しない文字を書く
表４　５つの誤りパターンの学年別人数（人）と全誤答中の割合（％）
１年 ２年 ３年 全体
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
A　無回答 118 44.4 118 54.1 106 53.3 342 50.1
B　他のカタカナを書く   18   6.8   25 54.1   26 13.1   69 10.1
C　同音のひらがなを書く    ４   1.5    ２   1.0    ２   1.0    ８   1.2
D　鏡文字   24   9.0   10   4.5   12   6.0   46   6.7
E　字形の誤り 102 38.3   63 28.9   53 26.6 218 31.9
全誤答数 266 218 199 683
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　　（２）文字ごとの誤りについて
　　誤りの多かったカタカナ文字を、５つの誤りパターンごとに分析する。
　　１）「無回答」の誤りが多かったカタカナ文字
「無回答」の誤りが多かったカタカナ文字と誤答数を表５に示した。「無回答」の中で
多かったカタカナ文字は、「ヌ」と「ネ」である。１年から３年までのどの学年でも、
上位２つの誤り文字の中に含まれている。全体の誤り数では、「ヌ」は35人、「ネ」は
34人の児童が間違った。「ハ・ワ」は「ヌ」と「ネ」に次いで、21人の児童が間違った。
特に、「ヌ」「ネ」については、誤り方のほとんどが「無回答」の誤りで、他の誤り方
は少なかった。そのため、覚えたり想起したりすることが難しい文字だと考えられる。
「ヌ」「ネ」以外の「ナ行」のカタカナの「ナ・ニ・ノ」は、ひらがなの一部だったり（ナ）、
同じ音の漢字と似ていたり（ニ）、形が単純だったり（ノ）するため、覚えやすいと思
われる。「ヌ」と「ネ」の指導の際には十分な配慮が必要になる。
表５　「無回答」の誤りが多かったカタカナ文字と誤答数
１年 ２年 ３年 全体
文字 合計 文字 合計 文字 合計 文字 合計
ヌ 18 ネ 10 ヌ ８ ヌ 35
ネ 17 ヌ ９ ネ ７ ネ 34
エ 13 ナ
６
ツ ハ
15
ロ 11 ハ ハ ５ ワ
ワ ミ
５
ヨ エ 13
ユ 10 モ レ ４ ロ 11
ハ ヨ ユ
10
ワ ヨ
　　２）「他のカタカナを書く」誤り
「他のカタカナを書く」誤りについて、学年ごとの誤答人数と誤り内容を表６に示し
た。これを見ると、誤りの多い文字でも最高３名となっており、間違いが特定の文字に
集中していないことが分かる。１年では「ソ」を「ン・ゾ」と書く誤り、２年では「ン」
を「ス」と書く誤りが見られた。「ソ」を「ン・ゾ」と誤りやすいことは考えられるが、
「ン」を「ス」の誤りは、理由が推測できない。３年では「ヌ」を「ム・ヲ」と書いて
おり、３年生になっても音と字形が一致していない児童がいることがわかる。また、３
年の「ヌ」に関しては、「メ」という漢字を想起した上で、書く際に鏡文字を書いており、
二重の間違いをしていた。２名・１名の誤ったカタカナ文字は、重複分を除くと「エ・
ヌ・オ・コ・ツ・ネ・マ・リ・レ・ワ・ン・イ・シ・セ・ソ・ニ・フ・ユ・ル・ロ・
ヨ・ホ」となり、22文字が認められた。
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表６の誤りについて誤りの原因を推定した。誤りの原因は、「形が似ている文字」「音
が似ている文字」「表記のルールの混同」「濁音・半濁音との混同」「問題文の読み取り
違い」「その他」の６つが考えられた。この６つの原因にそって実際の誤りを分類した
ものが表７である。表７を見ると、「形が似ている文字」を書いた誤りが多く見られた。
表５の「無回答」とともに、カタカナ文字の字形が定着できていない状況がうかがえる。
「音が似ている文字」の間違いは、「e→ne」「nu→mu」「ne→re」のように、母音が同
じ音の文字を書いている。「問題文の読み取り違い」は注意の課題が反映したと思われる。
表７「他のカタカナを書く」実際の例を分類
誤りの理由 実際の誤り例 備考
形が似ている文字
シ→ツ　ソ→ン　ソ→ツ　ニ→エ
ヌ→ヲ　ヌ→メ　マ→ア　ヨ→ヲ
リ→ソ　ル→レ　レ→ル　ワ→ウ
音が似ている文字 エ→ネ　ヌ→ム　ネ→レ 母音が同じの音との混同
表記のルールの混同 エ→ヘ　オ→ヲ（音が同じ） 「くっつきの文字」との混同
濁音・半濁音との混同 ソ→ゾ　フ→プ
問題文の読み取り違い
①　ン（スプー ）　→ス
②　レ（レモン）　　→ミ
③　イ（㋑ンコ）　　→コ
①　語頭の文字を書いた
②　前の問題（ミシン）と間違えた
③　隣の問題が語尾の文字をこたえ
るため、つられて語尾の文字を
書いた。
その他 コ→ニ　セ→サ　ホ→バ　ロ→ル
その他、「表記のルールの混同」では、「エ・オ」を「くっつきの文字（ヘ、ヲ）」に
書き違えたり、「濁音・半濁音との混同」で見られたように、清音を濁音・半濁音で書
いたりした誤りが見られた。
　　３）「同音のひらがなを書く」誤り
同音のひらがなを書いた誤りを表８に示した。
表６「他のカタカナを書く」誤りの誤答人数（人）と誤り内容
人数 １年 ２年 ３年
３ ソ→ン・ゾ ン→ス ヌ→ム、ヲ、メの鏡文字
２ エ→ネ　　ヌ→ム・ヲ ツ→シ ソ→ン　ホ→バ　レ→ル
１
オ→ヲ　コ→ニ　ツ→シ
ネ→レ　マ→ア　リ→ソ
レ→ル　ワ→ウ　ン→ス
イ→コ　エ→ネ　シ→ツ
セ→サ　ソ→ン　ニ→エ
ヌ→ヲ　フ→プ　マ→ア
ユ→ヨ　ル→レ　ロ→ル
ニ→エ　ヨ→ヲ　ワ→ウ
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表８「同じ音のひらがなを書いた」誤りの誤り内容
１年 ２年 ３年 全体
内容 ソ　ヤ　リ　ワ ヌ　モ ネ　リ ソ　ヌ　ネ　モ　ヤ　リ　ワ
「モ」「ヤ」「リ」は、ひらがなとカタカナの形が似ているため、混同したと思われる。
また、「ヌ」「ネ」については、「無回答」の考察でもふれたように、字形を想起できに
くいため、空欄を埋めるためにひらがなで書いた可能性が考えられる。
　　４）「鏡文字」の誤り
「鏡文字」の誤答人数と誤り内容を表９に示した。
「鏡文字」が書かれた中では、「ヨ（18人）」と「ミ（10人）」の文字が最も多くなった。
「ヨ」や「コ」、「ユ」については、横線の左右のどちらに縦線が接しているのか分か
らなかったり、一画目の始点を左右どちらから始めたらよいのかわかりにくかったりす
ると思われた。これらは、児童の左右の意識が十分でないために起こると考えられる。
表９「鏡文字」の誤りが多かったカタカナ文字と誤答数
１年 ２年 ３年 全体
文字 合計 文字 合計 文字 合計 文字 合計
ヨ ９ ミ ４ ヨ ５ ヨ 18
コ ヨ ３ ミ ４ ミ 10
テ ３ テ メ ２ コ
ミ ム １ コ １ テ ４
メ ２ モ メ
サ
１
モ ２
ソ サ
１
モ ス
ユ ソ
チ
「モ」については、上から下してきた三画目を、左右どちらに曲げていいのか分かり
にくいことが予想される。
「サ」「ソ」「テ」「メ」「ム」などに含まれるカタカナの「はらい」は、基本的に「右
から左へはらう」が、反対向きに払ってしまい、鏡文字になると考えられる。
「ミ」については、「右から左へはらう」というはらいのルールを適応するため、誤り
が多くなると考えられる。
　　５）「字形の誤り」について
各学年の字形の誤りの誤答人数と誤ったカナカナ文字は表10に示した。「ツ・シ」の
誤りが多く、３年生になっても134人中10人前後の児童が間違っていることが分かる。
D10935_71000792_21森田安徳.indd   307 2019/02/18   17:35:02
－308－
「字形の違い」の誤りでは、４つの誤りパターンに分類された。その内容を表11に示
した。
まず、よく似たカタカナと混合する誤りが観察できた。ここでは、画の方向や傾きが
理解できていないため（シ→ツ、ツ→シ、マ→ユ、メ→ナ、リ→ソ）字形の区別が付き
にくい様子が伺えた。よく似た漢字と混同する場合では、片仮名（ミ、ナ、ハ、チ）と
漢数字（三、七、八、千）を混同する場合があった。
似ているが存在しない文字を書く誤りでは、「（接するべき所の）画が離れている」「線
が多い」「線が少ない」などの誤りが見られた。
表10　「字形の誤り」の誤答人数と誤ったカタカナ文字
１年 ２年 ３年 全体
ツ 16 モ 15 シ 10 ツ 34
シ 13 シ 10 ツ ９ シ 33
ヒ ９ ツ ９ モ ６ モ 27
チ ８ ヒ ７ ヒ ５ ヒ 21
ア ７ セ ５ ミ ５ チ 12
ミ ６ チ ３ ア ２ セ 11
モ ６ ヤ ３ セ ２ ミ 11
ネ ５ ネ ２ テ ２ ア 10
セ ４ ヨ ２ オ １ ネ ７
テ ４ ア １ カ １ テ ６
ハ ４ カ １ ソ １ ヌ ４
ケ ３ ト １ チ １ ハ ４
ヌ ３ ム １ ナ １ メ ４
オ ２ メ １ ヌ １ ヤ ４
ソ ２ リ １ マ １ オ ３
ナ ２ ル １ メ １ ケ ３
マ ２ ヤ １ ソ ３
メ ２ ヨ １ ナ ３
サ １ ワ １ マ ３
リ １ ン １ ヨ ３
ロ １ カ ２
ン １ リ ２
ン ２
サ １
ト １
ム １
ル １
ワ １
102 90 72 217
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　　（３）文字ごとの結果・考察
　　「誤りの多かった文字」「誤りの少なかった文字」についてもまとめた。
　　１）「誤りの多かった文字」について
「誤りの多かった文字」を表12に示した。「無回答」の誤りで上位だった「ヌ、ネ」、「字
形の違い」の誤りで上位だった「シ、ツ、モ」、「鏡文字」「字形の違い」の誤りが上位だっ
た「ミ」が、誤りの多いカタカナである。
２年生で「モ」の間違いが多くなるのは、漢字の「毛」を２年生で習うため混同しや
すいからだと考えられる。
表12　「誤りの多かった文字」と学年別の誤答数
１年 ２年 ３年 全体
ヌ 23 モ 22 ツ 14 ヌ 46
ネ 23 シ 12 シ 13 ツ 43
ツ 18 ネ 12 ミ 13 ネ 43
チ 17 ツ 11 ヌ 12 モ 41
ミ 16 ヌ 11 モ 10 シ 39
ヒ 15 ヨ 10 ヨ ９ ミ 38
　　２）「誤りが少なかった文字」について
「誤りの少なかった文字」を表13に示した。
表13　「誤りの少なかった文字」と学年別の誤答数
誤答数 １年 ２年 ３年 全体
０ ウ　カ　ク　ス　ト　ル ウ　キ　ク イ　キ
１
イ　ノ　ヘ　ヤ ア　イ　カ　コ　ス　
ト　ノ　ヘ　ラ　
ウ　カ　コ　ト　マ ウ
２
ン　キ オ　ニ　ロ ア　オ　ク　ス　ノ　
フ　ヘ　ム　リ
イ　カ　キ　ク　
ト
表11　「字形の違い」実際の誤り分類
分類 実際の誤った例
よく似たカタカナと混同
①　線の傾きの違い
②　つき出す、つき出さない
①　シ→ツ　ツ→シ　マ→ユ　メ→ナ　リ→ソ
②　ヌ→ス
よく似た漢字と混同　
カ→刀　テ→手　云　チ→手　ナ→七　ミ→三
ヨ→巨＊ハ→八（２画目を　とめずにはらう）
　　　＊チ→千（３日目を　はらわずにとめる）
「とめ」「はね」「はらい」に関する誤り
①　「はらう」ところを「はねる」
②　「とめる」ところを「はねる」
③　「はらう」ところを「とめる」
④　「とめる」ところを「はらう」
①　ア　ケ　テ　チ　ヤ
②　ヒ　モ
③　ケ　チ　ル
④　ハ
似ているが存在しない文字を書く セ　ヌ　ネ　モ　ヤ　ヨ
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誤りの数が１～２と少なかったカタカナ文字は、漢字の一部や部首として使用されて
いるカタカナであると思われた。以下のような特徴が考えられた。
①「イ」「ウ」のように部首として使われている場合
　例： 「イ」は「イ（にんべん）」として、「ウ」は払いが短くなり「ウ（うかんむり）」
として使われている。
②「ニ」「ロ」「力」のように、似た形の漢字が、漢字の部分として使われている場合
③「ク」「ト」のように、形がそのまま漢字の部分として使われている場合
誤りの少なかったカタカナ文字は、子どもたちにとって覚えやすい文字と考えられ
る。漢字を覚えるときの、手がかりの一つとして使用できると考えられる。
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ね
ん
く
み
か た か な で
か き ま し ょ う ( 資 料 １ )
ば
ん
日
づ
け
ひ ー
ろ ー
さ ら だ よ っ と
ま ふ
ら ー
つ り ー
た い や
う い
ん
な ー
て れ び み し ん れ も ん
な い ふ
ら い
お ん
い ん こ
わ に ろ け っ と
ぬ ー
む さ
さ び
や ぎ
に ゅ ー す
（
資
料
１
）
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